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＜概要＞

１．インターネットの利用増加により、ネットショッピングが
拡大。そのため配送量が増加し、更にガソリン代は
高騰。経路計画はきわめて重要。

２．配送エリア分割においては、画像処理手法の一つ
である膨張処理を適用。

３．エリア分割において、数種類の手法を考案し、
従来手法との比較・検討。

４．各車両の配送距離が最短かつ、総距離が最短
となる配送計画の作成。

５．最適な経路計画を提示するインタフェースの設計
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複数車両による配送分担計画
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領域分割前 図３

 

膨張処理による領域分割
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